
 
岐阜大学卒業生の方へ 

 
当センターでは、下記の研究を実施しています。この研究は、岐阜大学大学院医学系

研究科医学研究等倫理委員会において、人を対象とする医学系研究に関する指針に基づ

いて実施されることが審査され認められた研究です。 
今回の研究は、対象となる卒業生一人ずつから直接同意を得て行う研究ではありませ

ん。業務として使っている成績表などの教学データを医学教育研究に二次利用します。

もしデータを使用されたくない場合は、2024年 3月末日までに連絡をお願いします。
なお、本研究は、岐阜大学大学院医学系研究科医学研究等倫理審査委員会の承認を得て

おります。また、この研究への参加をお断りになった場合にも、将来にわたって不利益

を被ることはありませんので、ご安心ください。 
 この研究に関するお問い合わせなどありましたら、下記の「問い合わせ先」までご連

絡ください。 
 

記 
研究課題名 医学教育における長期アウトカムに関する調査 
担当科等 医学教育開発研究センター 
研究責任者 助教 恒川 幸司 
研究の意義・

目的 
過去 60 年に渡る教学データ解析と卒業生に対するインタビュー・アンケー

トを併せて実施し、長期的視座に立って分析することで、長期的視野に立っ

た医学教育改革を実現できるシステムを作ります。 

対象となる方 1964年度から 2022年度の岐阜大学医学部医学科の卒業生 
研究の方法 1964年度から 2022年度の岐阜大学医学部医学科の卒業生を対象者とし、 

在学中の各種成績（コース試験点数・GPA・テューター評価・CBT・Pre-
/Post-CC OSCE・卒業試験成績・国家試験合否）や背景（出身県・年齢・
性別・高校調査書・入試）を対象データとします。上記データ間の相関・

経年変化・統計学的解析およびアンケート結果との関連性を調査します。 
研究期間 承認日～2024年 3月末日 
個人情報の取

り扱い 
本研究は、個人情報の取扱いに関して、「人を対象とする医学系研究に関

する倫理指針」及び適用される法令等に従い、本研究計画書を遵守して実

施します。本研究で取り扱う試料・情報等は、事務職員が匿名化した上で、

研究・解析に使用します。匿名化の方法については、情報から個人を識別

できる情報を削除し独自の符号を付す作業を行います。対応表は、研究責

任者が医学教育 IR室の研究室で施錠して保管します。本研究の成果を学
会発表及び論文発表する際には、研究対象者のが特定できないよう十分配



慮します。また、本研究の目的以外に、研究で得られた研究対象者の情報

を使用しません。 
研究から生じ

る知的財産権

の帰属と利益

相反 

研究者及び岐阜大学に帰属し、研究対象者には生じません。研究の結果の

解釈および結果の解釈に影響を及ぼすような「起こりえる利益相反」は存

在しません。 

問い合わせ先 岐阜大学 医学系研究科 医学教育学分野 
担当者：助教 恒川 幸司 
電話 058-230-6465（内線 6465） 

 


